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第 5章 『城』における〈権力的なもの〉と性をめぐって──測量士 K.の「希望」の行方── 
第 4 章で導いた『城』における「権力」の「相対化」について具体的に検討した。『城』にお
  3 
いては，女性の登場人物が「権力と性」との関係で重要な役割を負っている。しかし，物語の中
で「権力とは何か」が言葉で定義されることはない。それは，ここで描かれる「権力と性」が，
単に男性と女性の間を媒介する権力問題や女性たちの間のテュープ（Typ）の違いといったフェミ
ニズム／ジェンダー研究が対象とする二項対立の範疇を越えた問題だからである。加えて，カフ
カの物語における性的な言葉の使用や意味するところはすでに議論されてきたが，それらは単な
るほのめかし言葉による遊戯やフモーアにとどまるのか，あるいは物語全体に作用するならばど
のような重要性を持つのかについて検討した。K.と会話する登場人物たちが何を述べているのか
に目を向け，それらの言動が読者に伝えるメッセージから「城」を眺めなければならない。そう
して初めて『城』で幾度となく口にされる「希望」を見通すことができるようになり，「城」へ導
く橋を渡ることが実現できる。その考察の過程において，他の登場人物の語りから，『城』の真の
テーマである「視点（Gesichtswinkel）」の問題を知ることになる。これらの分析から，描かれてい
る「城」が体現する「権力」は正当なものではなく，K.を巻き込んで村人たちが「思い違い」に
陥っており，幻想に踊らされていることを指摘した。そして，測量士 K.に対して「視点」の「相
対化」を求めているという主張をした。また，ドイツ語で再現された映画『城（Das Schloß）』（1997
年）について分析し，物語で語られる事件や，暴露を再現せずにいることが，映画を損なってし
まうと論じた。最後に，偽りで固められた世界から「城」へと近づくためには，「測量士 K.（主
人公）＝読者」と統一を持って動く「視点」を「相対化」することが求められ，測量士 K.は真実
に確固たる正しい女性である方へ向かうことが，「城」への道だと結論づけた。 
 
おわりに  
以上，本論文は，従来のカフカのパースペクティブ論が見逃してきた物語の内容からも『審判』
と『城』が「視点」の転換を問題としていることに着目し，完全な物語の客観化を進め過ぎると
個性を失ってしまうため，三人称に一人称の顔を見せ，主観化を維持することで，主人公と読者
の「視点」が一致するように動くカフカの叙述を解明したものである。未完に終わったが，『城』
は叙述方法だけではなく，内容においても『審判』よりも積極的な前進である。 
 
